
共催講演会 

体育における政策、パフォーマティビティ、説明責任  

ー体育カリキュラムと政策ー 

日時：2006年11月19日 16:30－18:30 

場所：キャンパスプラザ京都 第4講義室 
   京 都 市 下 京 区 西 洞 院 通 塩 小 路 下 ル （ J R 京 都 駅 北 西 す ぐ ） 

     TEL.（075）353-9111  http://www.consortium.or.jp/ 

共催：日本スポーツとジェンダー学会/京都体育学会 

    /京都教育大学附属教育実践総合センター 

参加費：なし（参加希望者は前もって下記事務局まで申し込んでください） 

懇親会：京都駅周辺で予定、5000円（参加希望者は下記事務局まで連絡） 

Tel : 072-222-4811  （内線）4354  
Fax: 072-222-4791 
info@jssgs.org    URL: http://www.jssgs.org 

〒590-0035 大阪府堺市堺区大仙町2-1  
大阪女子大学人間関係学科 熊安貴美江研究室内 

日本スポーツとジェンダー学会 ２００６年度秋季研究会 

P/policy, Performativity and Accountability in 
Physical Education:  
Politics and the Curriculum of Physical Education   

日本スポーツとジェンダー学会 ２００６年度秋季研究会 

演   者：John Evans（ジョン・エバンス）氏 
       ラフバラ大学スポーツ・運動科学部教授、教育社会学博士 

 
講演趣旨： 
イングランドにおける近年の教育政策

はナショナルカリキュラムの設定など

「パフォーマティビティ」を強調するもの

である。競争、比較、説明責任を重視

する傾向は、体育カリキュラムだけでな

く、身体と健康の問題が強く影響を受け

ていることに言及する。 


